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専門委員会の新設について（案）

2016 年 1月 19 日(改 2016.3.1)

(一社)科学技術と経済の会・技術経営会議

世界に先駆けて進展している日本の超高齢社会は、社会、経済に大きな影響を与えており、そ

れは今後さらに増大する。「日本再興戦略 改訂２０１５」の３つのアクションプランの一つでもある健

康寿命の延伸、すなわち健康長寿社会を実現することは、多様なイノベーションを必要とし、かつ、

様々な業種において、国内外で大きなビジネスチャンスが期待される。

そこで、健康長寿社会に向けた新しいビジネスに関心のある企業の皆様にご参加頂き、標記の

専門委員会を新設することとする。

記

１、名称 ： 「健康長寿社会とイノベーション」 専門委員会

２、活動目的 ：

今後成長が見込まれる産業領域である健康長寿社会対応を実際に行おうとすると、自社の

資産（人材、技術、資金等）を活用して、どのようなビジネスを、どのようにして創出するかは難し

い課題である。そこで、健康長寿社会に関連する最新情報や最新事例を調査研究し、新ビジネ

ス創出について討議や検討を行う。

特に、以下の事項を中心に実施する。

(1)健康長寿社会を支える運動、食、交流、などの新たなサービスへの取り組み

(2)健康・予防への取り組みを促進するインセンティブ

(3)これからの日本をつくる健康経営、健康投資

なお、討議・検討内容や成果の内、提言すべき事項については政策委員会と連携して、ＪＡＴ

ＥＳ提言に落とし込んでいく。

３、活動期間 ： ２０１６年３月～２０１７年９月

４、委員会の構成

委員長 ： 谷口 元氏（㈱竹中工務店 常務執行役員、技術経営会議副議長）

幹事 ： 古冨 良仁氏（㈱NTTデータ グループ経営企画本部部長）

岩下 敬三氏（㈱竹中工務店 技術本部技術企画部長）

太田 健一郎氏（(社)科学技術と経済の会常務理事）

メンバー ： 技経会会員を中心に、この分野に関心を持ち積極的な参加を頂ける会

員企業等。

５、活動計画案

(1)具体的な範囲や進め方は別途計画を作成する（現時点の計画案は別紙参照）。

(2) 報告書取りまとめと、（必要な場合）政策提言

６、メンバー

技術経営会議会員で当該分野に関心を持ち積極的な参加を頂ける会員企業等。

特に、ヘルスケア領域において事業または商品・サービスを企画・推進している企業および

関係部門の所属員。

メンバーについては具体的な活動計画に適した委員に参加を要請する。

７、参加費用

技経会、明経会会員企業 ： 無料

但し、会員外で委員長が参加を認めた企業（＊）は会費 10万円（1年間）。

以上
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（別紙）

スケジュールと各回のテーマ計画（案）

第１～2 回：総論

・第 1 回 2016 年 3 月 23 日（水）16:00～

テーマ：（仮）健康寿命延伸の意義と課題

講師 ： 内閣官房健康・医療戦略室次長 藤本康二氏

・第 2 回 2016 年 4 月 26 日（火）16:00～

テーマ：（仮）医療・介護・健康をめぐる周辺のサービス産業について

講師 ：東京都健康長寿医療センター循環器内科 杉江正光氏

第３回～第５回：健康長寿社会とサービス

・第 3回 2016 年 5月 20日（金） 16:00～

テーマ ：（仮）タニタが進めるヘルスケアサービス

講師 ： 株式会社タニタヘルスリンク 社長 吉澤正樹氏

・第 4回 2016 年 6月 28日（火） 16:00～

テーマ ：（仮）マチの健康ステーション

講師 ： ㈱ローソン 宮﨑純氏

・第 5回 2016 年 7月 26日（火） 16:00～

テーマ ： （仮）人を動かす健康行動デザイン

講師 ：博報堂 行動デザイン研究所 所長 國田圭作氏

※その他の候補

 ルネサンス；運動系のサービス、au；スマートフォンで健康管理

第 6回～第７回：健康長寿社会とインセンティブ

・第 6回

テーマ ： （仮）予防・健康のためのインセンティブ

講師候補：（仮）厚生労働省 ＃＃＃

・第 7回

テーマ ：（仮）行動経済学と健康 – ナレッジを使う 

講師候補：（仮）東京大学 古川雅一特任准教授

・第 8回

テーマ ： （仮）健康インセンティブと地域活性化

講師候補： （仮）市長など（横浜市、見附市・・・・）

※その他候補 ・産業技術総合研究所 大川弥生招聘研究員 「よくする介護と ICF」

・生命保険会社 健康増進活動と連携した生命保険

第 9回～第 11回：健康長寿社会と経営

・第 9回

テーマ ： （仮）DBJ健康経営格付

講師候補：（仮）日本政策投資銀行

・第 10 回

テーマ ： （仮）フジクラの健康経営

講師候補：（仮）フジクラ ＃＃＃＃

・第 11 回

テーマ ： （仮）健康経営による新たな企業価値の創造

講師候補：（仮）東京大学 政策ビジョン研究センター 尾形裕也特任教授

第 12回：健康長寿社会に関する総合ディスカッション

・第１2回

テーマ ： （仮）総合ディスカッション

講師候補：（仮） 経済産業省 健康経営・健康投資関連部署

以上
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参 考

（出所：中部経済産業局「新ヘルスケア産業創出懇談会中間とりまとめ」、平成 23年 9月）

新ヘルスケア産業のイメージ

分野 市場規模 備考

医療 59兆円 2008年度比1.7倍（年率4.5%の伸び）

介護 19兆円 2009年度比2.6倍（年率9.0%の伸び）

健康関連サービス 25兆円

「新しい公共」や民間事業者による健康・生活支
援サービス（疾病予防・疾病管理サービス、配
食、移動・移送、健康食品、健康機器、健康リテ
ラシー教育、癒し、温泉指導、フィットネス、バイ
タルセンター配備等の住宅サービス等）

健康大国戦略における想定市場規模（2020年）

注）医療、介護の備考欄は中部経済産業局による試算。
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一般社団法人「科学技術と経済の会」の概要(H27.10)

所 在 地 東京都千代田区

創立年月日 昭和４１年１０月２０日（１９６６年）

会 長 野間口 有（三菱電機株式会社 相談役）当会第８代会長

設立の趣旨

（１）技術革新の方向を調査し、望ましい社会の将来像を提示する。

（２）我が国独自の技術開発マネジメントの探求とその成果の普及を図る。

（３）新時代のリーダとなるべき人材の発掘、育成を行う。

（４）各産業分野の企業経営者、並びに各領域の専門家の意見交換と相互の協力の場を提供する。

（５）世界的視野に立った問題解決を図るため、国際交流を推進する。

会 員 会員数 約 560 会員 ［特別会員(法人)、個人会員］

経 営 研 究： （１）技術経営会議

議 長：株式会社ＮＴＴデータ 相談役 山下 徹 氏

副議長：日本電気株式会社 執行役員 江村 克己 氏

副議長：株式会社竹中工務店 執行役員 技術本部長 谷口 元 氏

（２）明日の経営を考える会

代表幹事：日本電業工作株式会社 相談役 岩本 眞 氏

代表幹事：株式会社協和エクシオ 代表取締役会長 石川 國雄 氏

（３）ライフサイクル・メンテナンス研究会

委員長：早稲田大学 教授 高田 祥三氏

（４）技術競争戦略研究会

委員長:政策研究大学院大学 名誉教授 橋本 久義 氏

（５）アジアビジネス研究会

委員長：日本電信電話株式会社 顧問 宇治 則孝 氏

（６）社会・環境型センサーネットワーク協議会

委員長：東京大学名誉教授 東京理科大学教授 板生 清 氏

副委員長：横浜国立大学教授 河野 隆二氏

国 際 交 流 ・最近の調査団の派遣 訪米(2008.2005),訪中(2001.1994), 訪欧(2006.2005.2004)，

訪韓(2011.2010.2009)，訪台湾(2012)，訪ﾍﾞﾄﾅﾑ･ﾐｬﾝﾏｰ(2013)

・主要提携友誼団体 ☆米国工業研究協会（ＩＲＩ）

☆欧州工業研究管理協会（ＥＩＲＭＡ）

☆中国科学技術協会（ＣＡＳＴ）

☆韓国産業技術振興協会（ＫＯＩＴＡ）

・ローマ・クラブ日本委員会（Ｓ．４７年「成長の限界」を出版）

当会 JCIP 編「メイド・イン・ジャパン」の 4 外国語(英・仏・中・韓)翻訳出版

普 及 啓 発 ・月刊誌「技術と経済」を発行(1967.1.初版)

・技術・経営シンポジウム、国際シンポジウム、科学技術講演会、図書執筆･監修等

・「持続可能な社会のためのエネルギー環境教育」出版

［(一財)新技術振興渡辺記念会 創立 25 周年記念出版］

受 託 文部科学省、経済産業省、総務省、東京都、ＮＴＴ、東京電力、ＮＥＤＯ他

ホームページ URL http://www.jates.or.jp


